2012道本部総合政策局発第258号
2012年4月5日

　　　地方本部
各　　単　　組　　執行委員長　　様
　　　総 支 部
自治労北海道本部
執行委員長　　山　上　　潔　　
（公共サービス政策部）
【緊急】青森県東通村保幼園設置に伴う職員の分限免職方針撤回を求める
緊急抗議打電行動について

　連日の取り組みに対し敬意を表します。

　さて、2011年12月1 日付け道本部総合政策局発第91号において、青森県東通村保幼園設置に伴う職員の分限免職方針撤回を求める緊急抗議打電行動にご協力をいただきました。

　青森県本部はこの間、東通村「保育所型認定こども園」の開設と民間委託に伴う保育士の「分限免職」方針の撤回に向け、現地闘争本部を設置し、団体交渉申し入れと交渉の実施など、組織内外での取り組みを実施してきました。とりわけ、３回にわたる現地抗議集会の開催や村内全戸チラシ行動の取り組み、地域保護者代表らによる「保育士の雇用継続を求める地域署名」、さらには、村議会議員に対する要請行動や、「職員の分限免職方針の撤回」を求める請願書の取り組みなどを展開してきました。地域保護者代表らによる「保育士の雇用継続を求める地域署名」では、村民の35%にあたる2,592筆の署名が集約されるなど、村当局が進めようとしている一方的な「分限免職」に対し、反対の声も高まっていました。

　しかし、村長はこれら村民の声をも無視し、東通村保育士11人に対し、2012年3月31日付けをもって「分限免職」処分の発令を強行しました。今回の分限免職処分は、庁舎内への配置転換などの解雇回避義務を怠っているばかりか、職員に対しても、職員組合に対しても十分な説明・協議も行われていないなど、明らかに地公法第28条の「裁量権乱用」であり、到底許されるものではありません。これらの状況を踏まえ、全国の単組・県本部からの「緊急抗議打電行動」を再度展開することとなりました。年度はじめの多忙な時期で恐縮ですが、各単組の格段のご協力と取り組みをお願いします。

記

１．青森県東通村長への抗議打電（Fax）行動

(1)ＦＡＸ送信先　　東通村長　越善靖夫　　ＦＡＸ：0175-27-2130（村役場）

(〒039-4292 青森県下北郡東通村大字砂子又字沢内５番地３４　東通村庁舎内)

※ＦＡＸ送信に難があるようでしたら、電報か郵便での対応をお願いします。

(2)打電例 　添付の通り

２．抗議打電（Fax）行動取り組み主体　道本部、地方本部、単組、総支部
３．抗議打電（Fax）行動取り組み期間　2012年4月13日(金)までに実施をお願いします。

４．取り組み報告　　別紙報告用紙にて４月16日（月）までご報告下さい。
５．本件に関するお問い合わせ　　道本部公共サービス政策局（担当：相内・高田）
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：０１１－７４７－３２１１
以　上


青森県東通村保幼園設置に伴う職員の分限免職方針撤回を求める緊急抗議打電行動
実施報告（報告期限4月17日）
送付先：自治労道本部自治体政策部（ＦＡＸ：011-700-2053）
地本・単組名　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　　　　　　　　　　　　

実施日　　４月　　　　日　
打電数　　　　　　　　通　
打電例文





2012年4月　　日








東通村長　越善靖夫　様





○○職員労働組合


　執行委員長　　○○○○


             　


            　 














抗 　　　議 　　　文








１．保育所職員らに対する不当な分限免職処分に強く抗議する。








１．保育所職員らの不当な分限免職処分を直ちに撤回し、村職員として継続して任用せよ。











以　上





別　紙








